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こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
と
学
習
目
標
を
達

成
す
る
た
め
の
指
導
シ
ナ
リ
オ
の
一
例
と
し

て
、
次
の
よ
う
な
七
つ
の
プ
ロ
セ
ス
を
想
定

し
て
み
た
。

い
わ
ゆ
る
「
調
べ
学
習
」
的
な
進
路
学
習

で
は
、
生
徒
は
自
分
の
興
味
の
あ
る
職
業
や

学
問
を
調
べ
て
い
く
が
、
社
会
的
に
早
急
な

解
決
が
求
め
ら
れ
て
い
る
重
要
な
課
題
な
ど

を
踏
ま
え
、
広
い
視
野
に
立
た
せ
て
、
今
は

興
味
が
な
い
職
業
、
学
問
に
も
生
徒
の
目
を

向
け
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
学
年
集
会
な
ど
を
活
用
し
た
オ

リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
場
で
そ
の
学
習

�

進
路
学
習
で
体
験
し
た
り
学
ん
だ
り
し
た
知
識
を
基
に
、
自
分
の
考
え
を
筋
道
立
て
て
論
述
し
、

文
章
に
表
す
こ
と
は
、
知
識
相
互
の
関
係
を
深
く
理
解
し
、

統
合
化
さ
せ
る
上
で
極
め
て
有
効
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
進
路
学
習
と

小
論
文
学
習
の
融
合
は
「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」
に
お
け
る
取
り
組
み
の
主
流
の

一
つ
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
具
体
的
な
指
導
シ
ナ
リ
オ
を
例
に
考
え
る
。

進
路
学
習
、小
論
文
学
習
を
リ
ン
ク
さ
せ
る

文
部
省
は
「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」（
以

下
「
総
合
的
学
習
」）
の
具
体
的
学
習
活
動

例
と
し
て
三
つ
（
横
断
的
・
総
合
的
な
学
習
、

設
定
し
た
課
題
に
つ
い
て
の
知
識
や
技
能
の

深
化
・
総
合
化
を
図
る
学
習
、
生
き
方
や
進

路
を
考
え
る
学
習
）
を
挙
げ
て
い
る
。
既
に

多
く
の
高
校
が
、
自
己
発
見
か
ら
進
学
先
の

決
定
ま
で
を
「
自
己
の
生
き
方
」
か
ら
考
え

さ
せ
る
進
路
指
導
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
ま
た
、
最
近
の
国
公
立
大
後
期
日
程

試
験
や
Ａ
Ｏ
入
試
へ
の
対
策
、
さ
ら
に
「
自

己
と
社
会
の
関
わ
り
を
考
え
さ
せ
る
」
と
い

う
観
点
で
小
論
文
学
習
を
取
り
入
れ
て
い
る

高
校
も
多
い
。
そ
の
た
め
、
進
路
学
習
と
小

論
文
学
習
は
「
総
合
的
学
習
」
の
中
の
一
要

素
と
し
て
比
較
的
導
入
し
や
す
い
環
境
に
あ

る
と
言
え
よ
う
。

で
は
、
従
来
の
進
路
学
習
、
小
論
文
学
習

と
「
総
合
的
学
習
」
の
中
で
の
そ
れ
ら
の
取

り
組
み
で
は
、
何
が
ど
の
よ
う
に
変
わ
っ
て

く
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
は
「
社
会
問
題

と
自
分
の
関
わ
り
を
考
え
る
中
で
、
将
来
の

進
路
を
描
い
て
み
る
」
を
学
習
目
標
に
設
定

し
た
取
り
組
み
を
例
に
、
指
導
の
進
め
方
を

考
察
し
て
み
た
い
。

具
体
的
な
取
り
組
み
の
概
要
と
学
習
目
標

取
り
組
み
の
展
開
案
１

（
太
字
）
と
し
て
は
次
の
よ
う
な
も
の
が
考

え
ら
れ
る
。

目
標
と
そ
こ
に
至
る
学
習
の
流
れ
を
生
徒
に

伝
え
る
こ
と
が
必
要
に
な
る
だ
ろ
う
。
そ
し

て
こ
の
際
、
特
に
「
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
取
り

組
み
を
す
る
の
か
、
そ
の
意
義
は
何
か
」
と

い
う
点
を
確
実
に
生
徒
に
理
解
さ
せ
る
よ
う

に
留
意
し
た
い
。

ま
ず
、
生
徒
に
社
会
問
題
に
目
を
向
け
る
必
要

性
を
訴
え
た
い
。
環
境
破
壊
や
国
際
化
、
科
学
技

術
の
発
展
と
人
間
な
ど
、
現
代
社
会
を
読
み
解
く

キ
ー
ワ
ー
ド
を
挙
げ
な
が
ら
社
会
が
日
々
ど
の
く

ら
い
変
動
し
て
い
る
か
を
具
体
的
な
事
件
・
事
故

な
ど
を
通
し
て
紹
介
す
る
。
生
徒
は
「
世
の
中
は

こ
ん
な
に
大
き
く
動
い
て
い
る
ん
だ
」
と
実
感
で

き
る
だ
ろ
う
。

現
代
社
会
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
、『
日
本
の
論
点
』

（
文
藝
春
秋
）
や
新
聞
記
事
な
ど
を
基
に
話
す
と
よ

い
だ
ろ
う
。
ま
た
小
社
「
進
路
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
」
の

『
進
路
学
習
ノ
ー
ト
』
に
「
社
会
問
題
か
ら
き
み
の

進
路
を
考
え
て
み
よ
う
（
職
業
編
・
学
問
編
）」
と

2目
標
を
理
解
さ
せ

生
徒
自
身
に
テ
ー
マ
を

設
定
さ
せ
る

社会問題に対する高校生の認識と行動レベル�（％）�

社会の出来事や話題に�
ついて新聞・テレビを見る�
�
社会の出来事や話題に�
ついて友人・家族と話し合う�
�
社会の出来事や話題に�
ついて本などで調べる�
�
社会問題の解決で�
何ができるか考える�
�
解決のため身の回りの�
ことから取り組む�
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全く�
しない�

高校生は社会問題に対して関心や知識は持っているが、それが自ら調べて考えたり、行
動することにつながっていない。生徒が自らの課題として取り組む姿勢や能力を育てる
ことが、「総合的な学習の時間」のポイントになってくるだろう。�

キ
ー
ワ
ー
ド�

知
る�

話
す�

調
べ
る�

考
え
る�

行
動�

①
現
代
社
会
が
抱
え
る
様
々
な
課
題
（
環

境
、
国
際
、
情
報
、
福
祉
な
ど
の
現
代
的

な
課
題
）
を
生
徒
に
提
示
し
、
自
分
の
身

の
周
り
で
そ
の
問
題
が
起
き
た
ら
ど
ん
な

対
応
を
す
る
か
、
そ
の
解
決
の
た
め
に
自

分
な
ら
ど
ん
な
行
動
を
と
る
か
を
考
え
さ

せ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
そ
の
問
題
を
生
徒

自
身
に
引
き
寄
せ
て
考
え
さ
せ
る→

生
徒

が
主
体
的
に
取
り
組
む
た
め
の
動
機
付
け

を
行
う

②
そ
の
社
会
問
題
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な

解
決
策
が
あ
る
か
を
考
え
さ
せ
る
。
生
徒

に
調
べ
さ
せ
た
り
、
生
徒
同
士
で
議
論
さ

せ
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
考
え
を
深
め
て

い
く→

課
題
発
見
力
、
課
題
解
決
力
を
育

成
す
る

③
そ
の
問
題
に
対
す
る
様
々
な
立
場
の
人

の
意
見
、
賛
否
両
論
を
知
り
吸
収
す
る
こ

と
に
よ
り
、
自
分
の
意
見
を
軌
道
修
正

し
、
意
見
を
表
出
さ
せ
る→

多
様
な
価
値

観
が
存
在
す
る
こ
と
、
多
角
的
な
も
の
の

見
方
が
あ
る
こ
と
を
理
解
さ
せ
、
そ
れ
を

基
に
よ
り
よ
い
解
決
の
糸
口
を
見
出
す
力

を
養
う

④
そ
の
社
会
問
題
の
解
決
に
貢
献
で
き
る

職
業
や
学
問
に
ど
ん
な
も
の
が
あ
る
か
を

考
え
さ
せ
る→

狭
い
価
値
観
に
捕
ら
わ
れ

ず
、
社
会
と
ど
の
よ
う
な
関
わ
り
を
持
っ

て
生
き
て
い
き
た
い
か
を
考
え
さ
せ
る

学
習
内
容
の
理
解
を

求
め
る
オ
リ
テ
ン

学
習
活
動
の
目
的
を

生
徒
に
理
解
さ
せ
、

主
体
的
な
取
り
組
み
を
促
す

氏名�番�組�

きみはゴミを減らすために、企業はどうすべきだと思いますか？�

�きみの 　   えは？�

�

●企業はリサイクルができずゴミになるような品物を売るべきではないし、私たちも買ってはいけないと思う（２年・女子）。●便利で、しか
もリサイクル可能な品物を企業は開発してほしい（１年・女子）。●スーパーやデパートなどでの過剰包装はやめるべき。私たちも断るべ
きだ（１年・男子）。●ワン・ウェイ容器の使用は減らした方がいいと思う。僕もできるだけ買わないようにしたい（２年・男子）。●企業は自
分たちが作るモノに責任を持つべきだ（１年・男子）。�

�ゴミ問題の責任はだれがとる？ 

なにが問題なのか？�

消費社会と企業責任�

　日本で年間に出るゴミの量は約４億5000万トン。もはやゴ
ミ処分場が足りないほどの量です。ゴミ問題に対する国民
の関心も高まり、今やゴミをきちんと分別して出し、リサイクル
できるものはリサイクルするという意識は人 に々根づきつつ
あります。しかし、それでもゴミ問題の解決にはほど遠いの
が現状です。コストの問題でリサイクル・システムが十分に
機能していなかったり、リサイクルできずに焼却処分、埋め
立て処分されるゴミがたくさんあるからです。�
　それではどうしたらいいでしょうか。私たち１人ひとりが環
境意識を高めることも大事ですが、メーカーが、モノ作りの
段階でゴミにならない商品、ゴミの出ない商品を作ることも
大切なことでしょう。�
　ゴミの出る商品の例を挙げると、皆さん愛用のペットボト
ル飲料。ペットボトルは飲料容器の中でも回収率が極端に
低く（'98年度で約17％）、ほとんどがゴミとして焼かれるか
埋め立てられる運命にあります。ペットボトルや飲料缶のよ
うに商品として１回しか使われないものをワン・ウェイ（一方
通行）容器といい、日本では大手を振って使われていますが、
国によってはワン・ウェイ容器を禁止しているところもあります。
例えばデンマークではペットボトル飲料はもちろん、缶飲料も
飲むことができません。それに代わってガラスビンのような何
回も再使用できる容器が使われています。ワン・ウェイ容器
はゴミになるうえ、その度に作るので製造コストが高く、その

コストは結局商品の価格に上乗せされています。皆さんは、
その分もお金を払って中身を飲んでいるわけです。同じよう
な問題を抱えている製品はほかにもたくさんあり、例えば大
手家電メーカーでもリサイクル事業として、いらなくなった製
品の処理をする工場の建設を進めています。また、こういっ
た企業努力とともに、今後必要となってくるのが技術開発
です。土の中で微生物の働きによって自然に腐ってなくな
るプラスチックなどの材料開発も進められています。�
　コンビニの棚に並ぶ商品を、リサイクルの視点で見直し
て見ませんか？�

考�

�高校生はこう考える�

一般廃棄物全体に占める容器包装廃棄物の割合�

一般廃棄物のうち、全体の容積の半分以上を容器、包装紙が占めています。スー
パーなどが過剰な包装を取りやめるのにも、こういう現実があるからなのです。（平
成１１年度版　環境白書より�）�

容器包装類似物　3.4％�

資  料�

食料品の包装　22.9％�

飲料の包装　8.3％�

日用品の包装　10.0％�
包装紙・袋　8.5％�

その他の包装　5.9％�

容器包装以外　41.1％�

（容積）�

H 7

H

社会問題からきみの進路�
を考えてみよう（職業編）�

　日本のゴミ対策は、いらないモノだから早く消してしまえと、
燃やしてしまうか、燃えないモノは埋め立てるというやり方を採
ってきました。しかし、ゴミを埋め立てる土地はほとんど残って
いないし、燃やせばダイオキシンなどの有害物質が発生する
という問題が出てきます。日本のゴミ処理は、川の流れでいう
と川下でどう処理するかばかりやってきました。そうではなく、
川の上流、つまり生産や流通、特に生産の段階でゴミになら
ない商品をどう作るかを考えないと根本的な解決になりません。�
　ある製薬会社は'98年に270億円の黒字を出していますが、
その会社はワン・ウェイ容器の栄養ドリンクを年間30億本売っ
ています。容器のゴミ処理費用が１本10円とすると、合計300
億円。その費用は、自治体がゴミ処理サービスとして出してい
ます。つまり我々国民が税金として負担しているのです。ワン・
ウェイ容器に代表されるものを容認する政策、社会システム
そのものが問題なのです。その処理費用を企業に出させれば、
企業ももうけが減ってしまうワン・ウェイ容器をやめて、ゴミにな
らないリターナブル容器に切り換えるはずです。�
�筑波大社会工学系教授（環境政策学専攻）　安田八十五さん�

ゴミ処理費用は企業が負担すべき� 生分解性プラスチックの可能性に期待�

　プラスチックは無害なうえ、安く利便性が高いためあらゆる
製品で使われていますが、化学的に安定していて腐らないと
いう性質が、ゴミになったときマイナスに作用します。ポリエチレ
ンなどは1000年もそのまま残ります。�
　では、リサイクルに回せばいいのか。モノをリサイクルするには、
その材料を種類ごとに分別する必要があります。金属は比較
的区分がしやすいので分別は楽なのですが、プラスチックは
種類が多く、しかもどれも性質が似ていて専門家でも区別が
難しいのです。区別するための化学的測定器も登場していま
すが、プラスチックは安価なため、新しくプラスチックを作った方
がリサイクルするよりお金がかからないのが現状です。�
　そこで期待されるのが、土や水の中で腐ってなくなる生分
解性プラスチック。現在、シャンプーの容器や釣り糸、また手術
の縫合糸にも使われています。この縫合糸は傷口が治るころ
に自然となくなるため、抜糸の必要がありません。現在はコスト
が高いこともあって生分解性プラスチックは十分に普及してい
ませんが、将来コストが下がればもっと用途が広がるでしょう。�
神戸大工学部助教授（資源・環境化学専攻）　筏　英之さん�

責任は�
企業に�
ある�

新技術の�
開発を�

ゴミの企業責任に関する二つの意見�

�きみの　    見はどう変わったか？�意�
上の二つの意見を読んで、ゴミを減らすための手段として、きみはなにをすべきだと思いますか？�
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社会問題からきみの進路�
を考えてみよう（職業編）�

（
指
導
案
）
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「進路プランニング」の『進路学習ノート』では、
社会全体で議論されている具体的な問題を題材に、
その問題の概要、その問題に対する２人の識者の
異なる意見などを生徒に読ませ、自分の意見を記
入させていく。問題のアウトラインをつかみ、他
者の価値観に触れることで、生徒は段階を追って
自分の考えを発展させることができる。

※ベネッセ文教総研『高等学校における「総合的な学習の時間」の課題と展望』（1999年刊）より



現代社会のキーワードと具体的な課題例

ゴミを減らすために何をすべきか
リサイクル社会に向けて何をすべきか
開発と環境保全は両立するのか

インターネット犯罪をどう防ぐのか
情報化社会でプライバシーは守れるのか
テレビゲームは子どもに悪影響を与えるのか

介護保険制度の問題点は何か
ボランティア活動は日本に浸透するのか
バリアフリー社会への課題は何か

脳死臓器移植は日本人に受け入れられるのか
原子力発電所は必要なのか
クローン研究は推進すべきか

情　報

福　祉

科学技術の
発展と人間

環　境

進研ニュース V I E W 2 1 June ●2000 4243

こ
の
取
り
組
み
で
は
、
多
様
な
価
値
観
を

理
解
す
る
力
を
養
う
こ
と
が
学
習
目
標
の
一

つ
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
グ
ル
ー
プ
学
習
と

い
う
形
態
は
非
常
に
効
果
的
だ
。
ク
ラ
ス
の

中
で
同
じ
テ
ー
マ
に
関
心
を
持
つ
生
徒
同
士

を
グ
ル
ー
プ
に
し
、
お
互
い
が
意
見
を
率
直

に
述
べ
な
が
ら
学
び
合
う
こ
と
は
、
生
徒
に

と
っ
て
他
者
の
価
値
観
に
触
れ
、
社
会
問
題

を
題
材
に
相
互
理
解
を
深
め
る
よ
い
機
会
に

な
り
う
る
。

学
習
テ
ー
マ
と
な
る
具
体
的
な
社
会
問
題

は
一
つ
だ
け
に
絞
ら
ず
、
複
数
の
社
会
問
題

を
用
意
し
た
い
。
環
境
、
国
際
、
情
報
、
福

祉
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
か
ら
複
数
の
テ
ー

マ
が
挙
が
っ
て
い
れ
ば
、
そ
の
中
で
自
分
が

興
味
を
持
っ
て
い
る
こ
と
、
深
く
考
え
て
み

た
い
こ
と
は
な
ん
だ
ろ
う
、
と
生
徒
は
改
め

て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、
教
師
が
あ
ま
り
詳
細
に
テ
ー
マ
を

設
定
せ
ず
に
、
各
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
生
徒
た

ち
に
決
め
さ
せ
て
み
る
の
も
よ
い
。
教
師
は

キ
ー
ワ
ー
ド
レ
ベ
ル
の
テ
ー
マ
を
設
定
し

（
例
え
ば
、
環
境
や
福
祉
と
い
っ
た
レ
ベ
ル
）、

生
徒
に
詳
細
な
テ
ー
マ
（
例
え
ば
「
地
球
温

暖
化
を
く
い
止
め
る
に
は
？
」「
ゴ
ミ
の
不
法

投
棄
は
な
ぜ
な
く
な
ら
な
い
か
？
」
な
ど
）

を
設
定
さ
せ
る
。

生
徒
に
テ
ー
マ
を
決
め
さ
せ
る
場
合
は
、
進
路

学
習
と
の
融
合
を
考
え
て
、
な
る
べ
く
文
系
、
理

系
ど
ち
ら
の
職
業
（
学
問
）
に
も
結
び
付
く
も
の

が
望
ま
し
い
。
例
え
ば
「
ゴ
ミ
の
不
法
投
棄
問
題
」

な
ら
文
系
か
ら
政
治
家
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、
地

方
公
務
員
、
弁
護
士
、
理
系
か
ら
化
学
系
研
究
・

技
術
者
、
機
械
系
研
究
・
技
術
者
な
ど
が
、
そ
の

問
題
の
解
決
に
貢
献
で
き
る
職
業
と
し
て
挙
げ
ら

れ
る
。

生
徒
だ
け
で
は
、
そ
う
い
っ
た
テ
ー
マ
を
う
ま

く
設
定
で
き
な
い
こ
と
も
多
い
の
で
、
教
師
は
複

数
の
テ
ー
マ
を
用
意
し
て
お
き
、
適
当
な
テ
ー
マ

を
設
定
で
き
な
い
グ
ル
ー
プ
に
提
示
し
て
や
る
こ

と
も
必
要
に
な
る
だ
ろ
う
。

ど
ん
な
テ
ー
マ
を
選
ん
だ
と
し
て
も
、
そ

れ
に
つ
い
て
の
知
識
が
な
い
と
、
そ
の
後
の

活
動
は
ス
ム
ー
ズ
に
展
開
し
な
い
。
生
徒
に

は
テ
ー
マ
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
る
た
め

に
、
ま
ず
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
新
聞
記
事
、

書
籍
な
ど
を
活
用
し
て
調
べ
学
習
に
取
り
組

ま
せ
る
。
特
に
、
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
を
身
に

付
け
さ
せ
る
こ
と
も
目
的
と
し
て
い
る
場
合

は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
活
用
は
有
効
だ
。

つ
ま
り
「
環
境
問
題
に
つ
い
て
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
で
検
索
し
て
み
よ
う
」
と
い
っ
た
、
漠

然
と
し
た
目
的
の
情
報
収
集
で
は
な
く
、
こ

こ
で
は
「
ゴ
ミ
の
不
法
投
棄
問
題
は
ど
れ
く

ら
い
起
き
て
い
る
か
」
と
い
っ
た
具
体
的
な

目
的
で
の
情
報
収
集
の
た
め
、
集
め
た
情
報

の
要
、
不
要
の
基
準
も
明
確
に
打
ち
出
せ
る
。

そ
の
分
、
た
く
さ
ん
の
情
報
の
中
か
ら
自
分

に
と
っ
て
必
要
な
も
の
を
見
極
め
る
と
い
う
、

情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
育
成
の
場
と
し
て
ふ
さ
わ

し
い
と
言
え
よ
う
。

調
べ
た
内
容
は
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
レ
ポ
ー
ト
に

ま
と
め
さ
せ
、
発
表
す
る
場
を
設
け
た
い
。
発
表

の
場
と
は
、
自
分
た
ち
が
発
表
す
る
場
で
あ
る
と

同
時
に
、
他
の
グ
ル
ー
プ
の
発
表
を
聞
く
場
で
も

あ
る
。
自
分
の
設
定
し
た
テ
ー
マ
以
外
の
こ
と
を

知
る
機
会
が
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、
生
徒
に
と
っ
て

社
会
に
対
す
る
理
解
を
深
め
る
チ
ャ
ン
ス
が
広
が

る
こ
と
に
な
る
。
例
え
ば
ゴ
ミ
の
不
法
投
棄
を
テ

ー
マ
に
し
た
生
徒
は
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
犯
罪
」

「
脳
死
臓
器
移
植
」
と
い
っ
た
テ
ー
マ
の
発
表
を
聞

く
こ
と
で
、
社
会
に
つ
い
て
よ
り
深
く
、
か
つ
多

角
的
、
総
合
的
に
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
る
。
な
お
、
調
べ
た
こ
と
を
ま
と
め
る
際
に

は
、
論
点
が
ず
れ
た
り
し
な
い
よ
う
に
、
中
間
報

告
の
場
を
設
け
て
、
チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
も
必
要

と
な
る
。
ま
た
、
ま
と
め
方
が
分
か
ら
な
い
グ
ル

ー
プ
に
対
し
て
は
、
教
師
か
ら
ど
ん
な
項
目
で
ま

と
め
る
と
分
か
り
易
い
か
、
そ
の
ヒ
ン
ト
を
提
示

し
て
や
る
と
、
生
徒
は
取
り
組
み
易
い
。

ま
た
、
テ
ー
マ
に
つ
い
て
具
体
的
に
調
べ
て
い

く
過
程
で
、
体
験
学
習
を
盛
り
込
む
の
も
よ
い
だ

ろ
う
。「
ゴ
ミ
問
題
」
が
テ
ー
マ
な
ら
、
ゴ
ミ
処
理

施
設
の
訪
問
な
ど
を
取
り
入
れ
る
と
、
生
徒
は
よ

り
現
実
的
な
レ
ベ
ル
で
そ
の
テ
ー
マ
を
捉
え
ら
れ

る
よ
う
に
な
る
。

多
様
な
価
値
観
が
あ
る
こ
と
を
認
識
し
た

り
、
そ
れ
を
受
け
入
れ
自
分
で
咀
嚼
そ
し
ゃ
く

し
、
よ

り
よ
い
解
決
の
方
向
性
を
提
案
で
き
る
力
を

養
う
た
め
に
は
、

の
後
に
ブ
レ
ー
ン
ス
ト

ー
ミ
ン
グ
法
や
Ｋ
Ｊ
法
、
デ
ィ
ベ
ー
ト
な
ど

の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
活
用
す
る
と
よ
い
。

【
ブ
レ
ー
ン
ス
ト
ー
ミ
ン
グ
法
】
一
つ
の
議
題
に
つ

い
て
グ
ル
ー
プ
で
自
由
に
意
見
を
出
し
合
い
、
発

想
を
膨
ら
ま
せ
、
考
え
を
ま
と
め
る
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
の
一
形
式
。
最
終
的
に
グ
ル
ー
プ
の
中
で

一
番
良
い
と
思
わ
れ
る
ア
イ
デ
ア
を
採
択
す
る
。

【
Ｋ
Ｊ
法
】
一
つ
の
議
題
に
つ
い
て
思
い
付
い
た
こ

と
を
、
１
枚
の
カ
ー
ド
に
一
つ
ず
つ
書
い
て
い
く

こ
と
で
、
課
題
を
発
見
し
た
り
、
考
え
を
ま
と
め

た
り
す
る
の
に
役
立
て
る
手
法
の
一
つ
。
た
く
さ

ん
の
情
報
を
カ
ー
ド
を
使
っ
て
集
約
し
て
い
き
、
問

題
点
を
整
理
し
て
い
く
。
議
題
に
つ
い
て
の
多
様

な
意
見
を
グ
ル
ー
プ
で
整
理
し
な
が
ら
、
ア
イ
デ

ア
を
ま
と
め
る
過
程
を
客
観
的
、
論
理
的
に
捉
え

ら
れ
る
の
が
Ｋ
Ｊ
法
の
特
徴
で
あ
る
（
Ｋ
Ｊ
法
の

詳
細
に
つ
い
て
は
、
川
喜
田
二
郎
著
『
Ｋ
Ｊ
法
　
渾

沌
を
し
て
語
ら
し
め
る
』（
1
9
8
7
年
、
中
央
公

授業の基本的な流れ� 「インターネット犯罪」についてブレーンストーミングで考えさせる�

クラスを５、６人程度の
グループに分け、司会
と書記を決め、議題に
関して自由に意見を発
表させる。�

 ・世界の情報を居ながら見ることができる�
 ・いろんな人とメールの交換ができる�
・家庭に居ながら国際的な交流が可能　・テレビや雑誌より情報量が多い�
・買い物もできる　・24時間いつでも見られる　・こちらからも発信できる　�

ブレーンストーミング法�

インターネットのよいところ�

 ・他人を誹謗中傷するような情報が流れている�
 ・有害なサイトも少なくない�
・情報に信憑性がない　　・機械が苦手な人には使いにくい�
・詐欺などのトラブルが起こっている ・相手の顔が見えないから無責任な発言をしてしまう�

インターネットの悪いところ�

※ブレーンストーミングの結果を踏まえて、インターネットのよいところを今後社会のどのような分野で活用していくべきか、また、
悪いところについてどのような対策が考えられるか、といったテーマでレポートを書かせる。�

● テーマ例「インターネット犯罪」�

ブレーンストーミング法では、1)出された意見への批判、反論はしない　2)自由に発想して、たくさんの意見を出す　3)他人の
アイデアをアレンジしてもよい　という三つのルールがある。このルールを説明することで、自由に意見を出し合い、発想を膨らま
せていくことが大切であることを生徒に理解させてから、ディスカッションに取り組ませる。�

（
指
導
案
）

（
指
導
案
）

（
指
導
案
）

い
う
ペ
ー
ジ
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
社
会
問
題
の

概
要
を
示
し
、
さ
ら
に
そ
の
問
題
に
対
す
る
多
様

な
意
見
を
高
校
生
に
も
分
か
り
易
く
紹
介
し
て
い

る
。
こ
の
よ
う
な
も
の
を
教
材
と
し
て
活
用
す
る

方
法
も
あ
る
。

ま
た
社
会
の
変
動
同
様
に
、
最
近
は
世
の
中
で

求
め
ら
れ
る
人
材
像
も
変
わ
っ
て
き
て
い
る
こ
と

を
生
徒
に
理
解
さ
せ
る
こ
と
も
重
要
だ
ろ
う
。
変

貌
す
る
人
材
像
に
つ
い
て
生
徒
に
話
す
際
に
は
、
企

業
の
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
な
ど
の
例
を
上
げ
て
い

く
と
具
体
的
に
イ
メ
ー
ジ
し
や
す
い
。
そ
う
し
て
、

明
確
な
目
的
意
識
を
持
っ
た
、
か
つ
課
題
発
見
能

力
や
課
題
解
決
能
力
を
持
っ
た
人
材
か
ど
う
か
が

採
用
段
階
で
チ
ェ
ッ
ク
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
生
徒

に
指
摘
し
て
い
き
た
い
。

グ
ル
ー
プ
分
け
と

学
習
テ
ー
マ
の
設
定

生
徒
の
興
味
の

方
向
性
を

明
ら
か
に
す
る

・その問題の概要

・何が原因でその問題が起こった
か

・その問題を解決できる手段は何
か、現在の自分で考えつく解決
策は何か

・その問題に対してどんな意見が
あるか

・その問題について今疑問に思っ
ていること、今後調べてみたい
ことは何か

社会問題について
調べさせる項目

社
会
問
題
に
関
す
る

知
識
の
修
得

様
々
な
ツ
ー
ル
を
用
い

社
会
問
題
に
対
す
る

理
解
を
深
め
る

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
の

活
用

多
様
な

価
値
観
と
の
出
合
い
、

理
解
を
さ
ら
に
深
め
る

授業の基本的な流れ�「ゴミを減らすにはどうしたらよいか」を考えさせる場合�

１）ゴミ問題に関する文
章、資料を調べさせる。�
�
２）クラスを４人くらいの
グループに分け、クラス
全体にＫＪ法の説明を
する。担任が議題を決
める。�
�
３）議題について、何が
問題なのかを明らかに
するため、生徒それぞれ
に問題だと思っている
ことすべてを、できるだ
け具体的に、簡潔にカ
ードに書かせる。そして、
それぞれのグループで
カードを机の上に広げ
させる。�
�
�
�
４）カードを、似たもの同
士、関係の深いもの同
士でまとめて束にする。
カード束のそれぞれに
表札をつけ、タイトルを
書いてクリップでとめる。�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
５）まとめた表札をクラ
ス全体で出し合い、似
たものは一つにまとめる。
最後に、表札同士の関
連を考えながら黒板に
張りつけ、相互の関係
を矢印などで結びつけ
る。�

１）ゴミ問題についての文章、識者の意見を読ませ、
自分はどう思うか考えさせる。�
�
２）議題「ゴミの増える理由を整理し、その解決法を
考える」�

５）各家庭での努力不足 ≒ 企業の努力不足�
�

              ゴミを増やす社会のあり方が問題  �
�

リサイクル制度が不十分 ≒ ごみ処理設備などの不備�
�

             ゴミ対策が不十分�
�
�

�
６）「企業や我々市民が本気でゴミを減らそうとい
う気になっていない。また、ゴミの安全な処理やリ
サイクルのための基盤も不十分」�

ゴミの増える理由について考えさせる��
・使えるのにすぐ捨ててしまう�
・ペットボトルが増えた�
・皆がゴミの分別に協力しない　�
・ゴミの埋立地が不足している　・エコ商品は高い�
・容器がゴミのもとになる　・食べ残しが多い�
・買い物袋を持っていく人が少ない　�
・本や雑誌を回収してくれる機会が少ない�
・焼却場が少ない　・余計な包み紙が多い�
・回収・再利用にお金がかかる�
・再利用できるものを回収する場所が少ない�
・詰め替えできる商品が少ない�

● 各家庭での努力不足�
・使えるのにすぐ捨ててしまう　・食べ残しが多い�
・皆がゴミの分別に協力しない�
・買い物袋を持っていく人が少ない�
�
● リサイクル制度が不十分 �
・回収・再利用にお金がかかる�
・本や雑誌を回収してくれる機会が少ない�
�
● 企業の努力不足�
・ペットボトルが増えた 　・エコ商品は高い�
・容器がゴミのもとになる�
・詰め替えできる商品が少ない�
�
● ゴミ処理施設などの不備�
・焼却場が少ない  ・ゴミの埋立地が不足している�
・再利用できるものを回収する場所が少ない�

ＫＪ法�

※ＫＪ法の結果を踏まえて、ゴミの増える理由の中で最も重要と思うものを挙げさせ、そ
の解決のためにはどんな方策をとるべきか、といったテーマでレポートを書かせる。�

● テーマ例「ゴミを減らすにはどうしたらよいか」�

数人のグループで、各々がカードに議題について意見を書き込み、そのカードを机の
上に広げる。グループ全員で似たもの、関係の深いもの同士を取り出してまとめ、そ
のカードの束に表札を付けていく。表札にはそのカードの束の特徴を示すタイトルを
書き込む。漠然とした、答えがはっきりと見えない議題を考えていくときに特に有効と
される。�
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論
社
刊
）
参
照
）。

【
デ
ィ
ベ
ー
ト
】
あ
る
テ
ー
マ
に
つ
い
て
賛
成
派
と

反
対
派
、
そ
し
て
審
判
団
に
分
か
れ
、
一
定
の
ル

ー
ル
に
従
っ
て
討
論
を
行
い
、
ど
ち
ら
の
グ
ル
ー

プ
が
よ
り
説
得
力
が
あ
っ
た
か
で
勝
負
を
決
め
る

論
争
法
。
勝
ち
チ
ー
ム
の
意
見
＝
正
し
い
意
見
と

い
う
こ
と
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
そ
の
討
論
に
お

い
て
理
論
に
矛
盾
が
な
く
、
説
得
力
の
あ
る
主
張

が
で
き
た
チ
ー
ム
が
勝
ち
に
な
る
。
論
理
的
に
物

事
を
考
え
る
能
力
、
効
果
的
に
意
見
を
展
開
す
る

ス
キ
ル
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
。

こ
の
よ
う
な
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
通
し
て
、

テ
ー
マ
に
選
ん
だ
社
会
問
題
の
解
決
す
べ
き

課
題
と
そ
の
課
題
解
決
方
法
を
ま
と
め
さ
せ

て
い
く
。
さ
ら
に
、
生
徒
同
士
の
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
わ
せ
れ
ば
、
他
者
に
分
か

り
易
く
意
見
を
伝
え
る
た
め
に
、
生
徒
は
意

欲
的
に
そ
の
問
題
に
つ
い
て
よ
り
深
く
考
え

た
り
、
調
べ
る
こ
と
に
な
る
。
特
に
デ
ィ
ベ

ー
ト
で
は
、
討
論
に
勝
ち
た
い
と
い
う
意
識

が
加
わ
る
の
で
、
調
べ
た
り
考
え
た
り
す
る

こ
と
に
一
層
熱
が
入
る
。
ま
た
、
そ
れ
ま
で

の
学
習
で
自
分
な
り
に
考
え
て
い
た
こ
と
が
、

他
者
と
の
議
論
を
通
し
て
、「
こ
う
い
う
考
え

方
も
あ
る
ん
だ
な
」「
こ
れ
も
い
い
方
法
だ

な
」
と
多
様
な
価
値
観
に
気
が
付
き
、
そ
の

テ
ー
マ
に
つ
い
て
の
よ
り
よ
い
解
決
の
方
向

へ
の
軌
道
修
正
が
可
能
に
な
る
。
話
し
合
い

の
中
で
よ
り
深
く
考
え
た
り
、
他
者
の
意
見

に
目
を
開
か
せ
る
チ
ャ
ン
ス
を
与
え
た
い
。

こ
こ
ま
で
行
っ
て
き
た
テ
ー
マ
学
習
に
つ

い
て
、
そ
の
成
果
を
小
論
文
と
し
て
ま
と
め

さ
せ
る
。「
ゴ
ミ
の
不
法
投
棄
は
な
ぜ
頻
発
す

る
の
か
、
そ
の
理
由
と
、
考
え
ら
れ
る
解
決

方
法
を
、
明
確
な
根
拠
を
示
し
な
が
ら
１
２

０
０
字
以
内
で
述
べ
な
さ
い
」
と
い
っ
た
よ

う
な
、
そ
れ
ま
で
の
テ
ー
マ
学
習
と
関
連
し

た
課
題
を
与
え
、
小
論
文
学
習
と
リ
ン
ク
さ

せ
る
こ
と
も
で
き
る
。

さ
ら
に
、
環
境
、
国
際
、
情
報
、
福
祉
と

い
っ
た
領
域
か
ら
、
大
学
入
試
で
具
体
的
に

ど
の
よ
う
な
小
論
文
が
課
さ
れ
て
い
る
か
を

紹
介
し
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
そ
れ

ら
の
中
か
ら
実
際
に
行
っ
た
テ
ー
マ
学
習
と

関
連
が
深
い
も
の
を
一
つ
選
ん
で
生
徒
に
書

か
せ
て
み
れ
ば
、
入
試
へ
の
意
識
付
け
と
対

策
に
も
な
る
。

ま
た
、
入
試
の
小
論
文
の
よ
う
な
形
式
に

捕
ら
わ
れ
ず
に
、
字
数
の
制
限
も
行
わ
ず
に
、

こ
れ
ま
で
学
ん
だ
知
識
を
基
に
深
く
考
え
さ

せ
、
自
由
に
論
述
さ
せ
て
み
る
こ
と
も
、
思

考
力
や
表
現
力
を
鍛
え
る
有
効
な
取
り
組
み

だ
ろ
う
。

こ
こ
ま
で
生
徒
が
研
究
し
て
き
た
テ
ー
マ

に
つ
い
て
、
ど
ん
な
職
業
、
学
問
が
そ
の
解

決
や
発
展
に
貢
献
で
き
る
か
考
え
さ
せ
る
こ

と
に
よ
り
、
生
徒
の
進
路
へ
の
気
付
き
を
与

え
る
。

従
来
の
調
べ
学
習
で
は
、
自
分
の
興
味
の

あ
る
職
業
や
学
問
し
か
調
べ
な
い
生
徒
が
多

い
よ
う
だ
が
、
こ
こ
で
は
、
自
分
の
興
味
・

関
心
だ
け
を
基
に
し
た
狭
い
視
野
で
は
な
く
、

社
会
と
の
関
わ
り
を
意
識
し
な
が
ら
進
路
を

考
え
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
だ
。
例
え
ば
「
遺

伝
子
組
み
換
え
食
品
の
安
全
性
」
が
テ
ー
マ

の
場
合
、
職
業
な
ら
化
学
系
研
究
・
技
術
者
、

畜
産
系
研
究
・
技
術
者
、
医
師
、
マ
ー
ケ
ッ

ト
リ
サ
ー
チ
ャ
ー
な
ど
、
学
問
な
ら
化
学
、

農
学
、
生
物
工
学
、
法
学
、
経
済
学
な
ど
が

そ
の
問
題
解
決
に
貢
献
で
き
る
こ
と
を
生
徒

こ
こ
ま
で
の
生
徒
の
取
り
組
み
と
そ
の
学

習
成
果
は
、
冊
子
な
ど
目
に
見
え
る
形
で
残

し
た
い
。
次
へ
の
取
り
組
み
へ
の
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
る
し
、
何
よ
り
生

徒
が
達
成
感
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま

た
で
き
れ
ば
、
形
に
し
た
も
の
に
対
し
て
、

意
見
を
言
い
合
う
場
が
あ
れ
ば
さ
ら
に
よ
い

だ
ろ
う
。

従
来
よ
く
あ
る
、
文
化
祭
な
ど
で
ク
ラ
ス

ご
と
に
研
究
成
果
を
壁
に
貼
る
の
も
一
つ
の

方
法
で
あ
る
が
、
意
見
を
交
わ
す
場
が
少
な

授業の基本的な流れ� 「死刑制度の是非」を考えさせる場合�

１）死刑制度についての文章、資料を調べ
させる。�
�
２）ディベートについて説明をする。担任が
議題を決める。�
�
３）クラスの中から、ディベートを行う生徒10
人を立候補または指名によって選び、賛成
派５人、反対派５人のグループを作る。�
�
４）討論に先立って、賛成派、反対派、それ
ぞれのグループで、各自の意見を参考にし
ながら、ディベートで誰が、何を発言するか
を決めていく。�
�
�
�
５）ディベートに加わらない残った生徒の中
から１人を議長に選び、そのほかの生徒は
審判団とする。また、ディベートを行う生徒
が打ち合わせを行っている間、他の生徒に
も各自自分の意見を考えておくように指示
したり、周りの生徒と議論をさせておく。�
�
６）賛成派グループによる肯定側立論を行う。
賛成派の立場の正当性を主張させ、その
理由を述べさせる。�
�
�
�
�
７）反対派グループによる反対側立論を行う。
反対派の立場の正当性を主張させ、その
理由を述べさせる。�
�
�
�
�
８）相手の立論を受けて、自由討論に向け
てグループ内で相手への質問を考える。相
手側の説明が不足している点、矛盾のある
箇所などを探っておく。また、想定される相
手からの質問に対しての答えを考えておく。�
�
９）賛成派、反対派による自由討論を行う。
二つのグループの全員に少なくとも１回は
発言させるようにする。感情的なヤジや論
理的でない揚げ足取りは避けさせる。�
�
�
�
10）審判団に、挙手によりどちらのグループ
が勝ちか決めさせる。このとき、審判団の生
徒に、なぜそう思ったかも発表させるとよい。�

ディベート�

※ディベートの結果を踏まえ、死刑制度について賛成、反対どちらかの立場を選び、その理由を述べ
たレポートを書かせる。�

● テーマ例「死刑制度の是非」�

ディベートでは、あるテーマについて賛成派と反対派、そして審判団に分かれ、討論し、勝敗を決
める。大まかな流れは、肯定側立論→否定側立論→自由討論→勝敗判定である。どちらの意見
が正しいかを問うのではなく、あくまで理論に矛盾がなく、説得力のある主張ができたチームが勝
ちとなる。事前に資料を集めるなど、説得力のある論を展開するための準備も必要になる。�

１）死刑制度についての文章、識者の意見
を読ませ、自分はどう思うか考えさせる。�
�
２）議題「死刑制度の是非」�
�
�
３）賛成派の主張「死刑制度に賛成である」、
反対派の主張「死刑制度は廃止すべきだ」�
�
�
４）「私たちは死刑制度に賛成（反対）である」
「その理由は○○だからだ」など、主張とそ
の論拠をまとめさせる。その際に「その証拠
に××というデータがある」と、その論拠を
支える証拠（資料、データ）を使うとより説
得力が増すことを生徒に伝える。�
�
�
�
�
�
�
�
�
６）「私たちは死刑制度に賛成です」「その
理由は二つあります」「第一に凶悪犯罪を
犯した人が出所した場合、再び犯罪を犯す
可能性があるからです」「第二に自分の家
族が殺されたとしたら、犯人が生きているの
は我慢できないと考えるからです」�
�
７）「私たちは死刑制度は廃止すべきだと考
えます」「その理由は二つあります」「第一
にいくら合法でも、人間が人間の生死を決
めることはできないからです」「第二に死刑
が執行されて、その人が無実だったら取り
返しがつかないからです」�
�
８）反対派「凶悪犯罪を再び起こすかもし
れないという理由で、人の命を奪っていいの
だろうか？」、賛成派「無実の人を有罪にし
てしまう間違いはそんなに頻繁に起こるの
だろうか？」�
�
９）反対派「犯罪を犯す可能性は誰でもある。
社会の役目はその可能性を少しでも低くす
ることにあって、人の存在を消してしまうこと
ではない」、賛成派「日本の裁判は十分審
理を尽くして行われ、再審制度も確立して
いる。えん罪の可能性は低い」�

現代的な課題を考えさせる小論文出題例（’00年度）

複数のデータを利用しながら、高齢化社会におけ
る問題点を整理し、高齢化社会にどう取り組むべ
きかを論じる

科学技術に関する英文を要約し、今日のコンピュ
ータと社会の間で生じている問題に照らし合わせ
て考察する

人類の歴史と環境破壊に関する英文からキーワー
ドを選び、筆者の論述を要約しながら自分の主張
を述べる

国際化についての文を読み、下線部の意味等を説
明し、筆者の言う国際化についての自身の考えを
まとめる

京都大

大阪大

神戸大

北海道大

職業研究�

どんな職業がその問題解決に貢献できるか
調べ、それぞれの職業についてどういった
方面から貢献ができるか書いてみる。�
（化学者、機械技術者、弁護士、ジャーナリ
スト、社会福祉士、国家公務員など）�

�
新聞、書籍、インターネットなどでその職業
について詳しく調べる。また「身近な人へ
の取材」を行い、家族ぐるみで考えてみる。�

�
自分はどの職業でその問題に貢献したいか
書いてみる。�

学問研究�

どんな学問がその問題に貢献できるか調べ、
それぞれの学問についてどういう貢献がで
きるか書いてみる。�
（化学、総合科学、法学、経済学、経営学
など）�

�
新聞、書籍、インターネットなどでその学問
について詳しく調べる。�

�
�
自分はどの学問でその問題に貢献したい
か書いてみる。�

社会とどう関わり合うかを考えた職業・学問研究の流れ�

●テーマ例「ゴミ問題」�

く
、
達
成
感
の
面
で
も
や
や
物
足
り
な
い
面

は
否
め
な
い
。
実
際
に
冊
子
に
す
れ
ば
、
生

徒
は
自
分
の
研
究
成
果
を
記
録
と
し
て
長
く

残
す
こ
と
が
で
き
る
し
、
後
日
、
他
の
グ
ル

ー
プ
の
テ
ー
マ
に
関
心
を
持
っ
た
と
き
に
、

そ
の
グ
ル
ー
プ
の
冊
子
を
読
む
こ
と
で
、
生

徒
は
自
主
的
に
意
見
交
換
し
た
り
、
社
会
に

対
す
る
視
野
を
さ
ら
に
広
げ
続
け
る
こ
と
が

で
き
る
。

ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成
ツ
ー
ル
な
ど

を
活
用
し
、
ｗ
ｅ
ｂ
上
で
校
内
、
さ
ら
に
は

校
外
に
向
け
て
も
発
信
す
る
と
、
意
見
を
交

わ
す
場
が
生
ま
れ
て
そ
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て

さ
ら
に
理
解
を
深
め
る
機
会
が
得
ら
れ
る
。

ま
た
、
他
者
に
よ
り
分
か
り
易
く
伝
え
る
た

め
に
掲
載
す
る
情
報
の
精
選
を
行
う
過
程
で

情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
の
習
得
に
も
つ
な
が
る
だ

ろ
う
。

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
始
ま
り
、
成

果
発
表
に
至
る
道
筋
は
一
例
と
し
て
以
上
の

よ
う
な
も
の
が
考
え
ら
れ
る
。「
総
合
的
学

習
」
は
結
果
を
出
す
こ
と
だ
け
を
目
的
と
し

た
学
習
で
は
な
く
、
課
題
解
決
に
向
か
う
プ

ロ
セ
ス
を
学
ん
で
い
く
学
習
で
も
あ
る
の
で
、

そ
の
こ
と
に
も
十
分
に
配
慮
し
た
指
導
プ
ロ

セ
ス
と
し
た
い
。

実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
一
つ
の
テ
ー
マ
を

テ
ー
マ
学
習
と

小
論
文
と
の
融
合

分
か
り
易
く

他
者
に
伝
え
る
力
、

表
現
力
を
磨
く

テ
ー
マ
学
習
と

進
路
学
習
と
の
融
合

社
会
と
ど
う
関
わ
り
合
う
か

考
え
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、

進
路
へ
の
気
付
き
を
与
え
る

生
徒
自
身
に
よ
る

学
習
成
果
の
発
表

取
り
組
み
へ
の

達
成
感
を
与
え
、

次
の
学
習
へ
と
つ
な
げ
る

１
年
間
、
あ
る
い
は
１
年
以
上
じ
っ
く
り
時

間
を
か
け
て
行
う
場
合
も
考
え
ら
れ
る
が
、

逆
に
、
１
年
に
二
つ
の
テ
ー
マ
に
ト
ラ
イ
す

る
や
り
方
も
考
え
ら
れ
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
こ
で
紹
介
し
た
シ

ナ
リ
オ
は
あ
く
ま
で
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
で
し
か

な
い
。
各
高
校
の
学
習
目
標
や
生
徒
の
実
情

に
応
じ
た
ア
レ
ン
ジ
が
必
要
に
な
っ
て
く
る

だ
ろ
う
。

に
気
付
か
せ
る
。

そ
の
結
果
、
生
徒
は
こ
れ
ま
で
関
心
を
抱

い
て
は
い
な
か
っ
た
分
野
に
も
目
を
向
け
る

よ
う
に
な
り
、
生
徒
の
可
能
性
を
よ
り
広
げ

る
こ
と
に
も
な
る
。
そ
し
て
、
生
徒
の
学
習

へ
の
目
的
意
識
を
明
確
に
し
、
学
習
へ
の
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高
め
る
こ
と
に
も
つ
な
が

る
は
ず
だ
。

具
体
的
に
生
徒
に
職
業
や
学
問
の
中
身
を

調
べ
さ
せ
る
に
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
小

社
『
職
業
ま
る
わ
か
り
事
典
』『
学
べ
る
大
学

探
せ
る
事
典
』
な
ど
の
情
報
誌
を
活
用
さ
せ

る
と
よ
い
。


